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平成１６年度学校経営計画表
１ 学校の現況

学校番号 ４８ 学校名 県立玉造工業高等学校 課程 全日制 学校長名 鶴田 信晃

教頭名 鶴町 文男 事務 室 相澤 精一（ ）
長名

69教職員数 教諭 ４４ 養護 １ 常勤 ６ 非常勤 ３ ８ 事務職 ５ 技 術 職 ２ 計実 習 教 諭 ， 実 習 講
教諭 講師 講師 員 員等師 ， 実 習 助 手

生徒数 小学科 １年 ２年 ３年 ４年 合計 合計クラス数
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

機械科 ８０ ０ ７８ ０ ７３ ０ ２３１ ０ ６
電気科 ５９ ２ ６１ ０ ７３ ０ １９３ ２ ６

４９ １５ ６３ １０ ５１ ２５ １６３ ５０ ６システム工学科

２ 目指す学校像
至誠・勤勉・協和の校訓を基本に，現代社会における工業の果たす役割を理解し，適切な技能，技術を習得させ
るとともに，すぐれた個性の伸長と豊かな人間性の育成に努め，国際的視野に立っての社会の発展に寄与する産業
人の育成を図る。

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む ）。
項目 現状分析 課題
年間計画 中間・期末考査の実施時期など学年によっては実施時期 問題が少なく，効果的な学年別の実施を

の変更をしたほうが良い。新入生に対してのオリエンテー どうするか。
ションが不十分である。

教科指導 普通教科の満足度は，専門教科に比して低く授業内容や 適切な年間指導計画の作成，各教科の
方法の改善・工夫の余地があると思われる。 評価方法，授業公開など教科全体でどう

取り組むか。
学習指導 授業を分かりやすいと思っている生徒は２割程度であ 習熟度別授業をどの学年や教科で実施

る。 するか。７時限目の授業内容をどの様な
ものにするか。朝の読書どう充実させる
か。

生徒指導 服装・頭髪・挨拶などよくなってきたが，まだ欠席・遅 基本的生活習慣を確立させ，ルールを
刻など多い生徒がいる。基本的生活習慣の確立が不十分な 守る態度の育成を保護者とともにどう取
生徒がいる。 り組むか。

進路指導 進路に対しての意識が低いが，学年が進むに連れ多くの 進路ガイダンスをどう充実させるか。
生徒が希望を明確にしている。就職率は１００％だが，就 個別指導の機会を増やし，保護者の理解
職指導は十分と答えている生徒は４分の１程度である。 を得るためにはどうするか。

特別活動 学校行事を楽しいと感じている生徒が４分の１程度であ 生徒の参加意欲をどう高めるか。参加
り，部活動への参加率も低い。 して楽しい行事にするために，内容をど

う改善・工夫していくか。
そ の 他 清掃は全体的によく行われているが，まだ自分の環境改 Ｐ Ｔ Ａ 総 会 へ の 参 加 率 を ど う 高 め る

善へ向けての積極的なアプローチが少ない。ＰＴＡ活動で か。保護者の学校行事等への参加を得る
は，地域によっては不活発なところがある。 ためにはどうするか。
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４ 中期的目標
１ 生徒の実態に即した指導内容・指導方法を研究し，基礎学力の向上を図る。
２ ７時限目の授業を充実させ，個性に応じた指導を展開する。
３ 基本的生活習慣の確立のため，きめ細やかな指導をする。
４ 交通安全教育を推進し，交通事故を未然に防ぐとともに，規則の遵守を励行させる。
３ 家庭や関係機関との連携を更に密にし，適切な教育相談を行い問題行動の未然防止に努める。
６ 適切な進路指導のため，個別面談や進路ガイダンスなどを充実させる。
７ 大学，短大，専修学校への進学指導を強化し，学習意欲を高める。
８ 特別活動，特に部活動を活発にし，丈夫な身体とたくましい心の育成に努める。
９ 自分の身のまわりの改善に努めさせ，奉仕活動や体験活動に積極的に取り組ませる。
家庭・ＰＴＡ・地域との連携を密にして生徒を取りまく教育力の向上に努める。10

５ 年次ごとの重点目標
年次 重点目標 具体的目標 達成状況

基礎学力の向上を図る。 分かりやすい授業を展開する。
習熟度別授業の教科・時間数を増やす。

７時限目の授業を充実させる。 ７時限目の授業を週２回から毎日とする。
１年次 資格取得の意義をよく分かるように細やかな指導を行う。

基本的生活習慣の確立に努める 頭髪・服装の乱れをなくし，遅刻を少なくさせる。。
保護者と連携し，アルバイトや交友関係をきちんとさせ，生活のリ
ズムを取り戻させる。

進路ガイダンスを充実させる。 １年次のガイダンスを充実させる。
個別面談の機会を増やす。

文化部の活動を活発にする。 文化部活動のリーダーになるような生徒を確保する。
文化部の統合，運動部の整理を行う。

基礎学力の向上を図る。 分かりやすい授業を目指し，教科内の研修を充実させる。
習熟度別授業の授業についてその分け方を工夫する。

７時限目の授業をさらに充実さ ７時限目の授業内容を充実させる。
せる。 資格取得の合格率を高める。
基本的生活習慣の確立に努める 頭髪・服装の乱れをなくし，遅刻をさらに少なくさせる。。

２年次 保護者と連携し，主体的に生活のリズムを取り戻させる。
就職指導を充実させる。 インターンシップに参加する生徒の数を増やす。

個別面談や三者面談の機会を増やし，共通理解の上に立った就職指
導を行う。

運動部の活動を活発にさせる。 広報活動を充実させ，運動部の参加率を増やす。
運動部の指導を充実させ，上級大会で活躍させるようにする。

基礎学力の向上を図る。 分かりやすい授業を目指し，評価方法を工夫し充実させる。
習熟度別授業について指導法の研修を行う。

７時限目の授業をさらに充実さ ７時限目の授業内容について，生徒のニーズに，さらに近づかせる
せる。 工夫をする。

資格取得について，主体的・意識的な取り組みをさせる指導を工夫
する。

３年次 基本的生活習慣の確立に努める 頭髪・服装の乱れをなくし，遅刻を少なくさせ，同時に生活改善に。
向かわせる指導をする。
保護者と連携し，主体的に自己の生活の改善に取り組ませる。

進学指導を充実させる。 大学・短大への進学率を高める。
専門学校への進学を充実したものにする。

奉仕活動，体験活動を充実させ 奉仕活動の機会を増やす。
る。 近隣の幼稚園，小学校，福祉施設との交流を充実させる。


